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1. 平成26年3月期第3四半期の業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 49,186 7.5 1,192 16.5 1,379 34.0 979 73.6
25年3月期第3四半期 45,744 8.9 1,023 463.7 1,029 110.1 564 60.2

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 27.30 27.02
25年3月期第3四半期 15.72 15.58

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第3四半期 33,469 8,557 25.4
25年3月期 31,161 7,583 24.2
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 8,515百万円 25年3月期 7,546百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00
26年3月期 ― 0.00 ―
26年3月期（予想） 5.00 5.00

3. 平成26年 3月期の業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 61,000 5.9 900 △17.2 1,100 0.9 750 177.5 20.89



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※ 注記事項

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③会計上の見積りの変更 ： 無
④修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 35,992,000 株 25年3月期 35,992,000 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 99,577 株 25年3月期 96,964 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 35,893,755 株 25年3月期3Q 35,896,584 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧下さい。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第 3 四半期累計期間におけるわが国経済は、経済・金融政策による円高是正等を背景として持

ち直しの兆しがみられ、先行きについては海外の景気減速の懸念等は残るものの、景気回復への期

待が高まりつつあります。 

建設業界におきましては、公共投資の増加や消費税率引き上げに伴う駆け込み需要による住宅建

設の増加等持ち直しの動きが見られるものの、技能労働者の不足に伴う労務費の高騰や資材価格の

上昇など、依然として厳しい状況が続いております。 

このような状況のもと、当社は受注高拡大のため、コア事業である「商業施設」の建築及び内改

装工事に加え、住宅や介護施設等の受注活動にも積極的に取り組んでまいりました。 

この結果、当第 3 四半期累計期間の業績につきましては、受注高の増加等による完成工事高の増

加に伴い、売上高は 491億 8千 6 百万円（前年同期比 7.5％増）となりました。 

損益につきましては、完成工事高の増加などにより、完成工事総利益が増加し、過年度の決算訂

正に伴う諸費用の発生があったものの、営業利益は 11 億 9 千 2 百万円（前年同期比 16.5％増）と

なりました。また、貸倒引当金の戻入れ益による営業外収益の増加及び税金費用の減少などにより、

経常利益は 13億 7千 9百万円（前年同期比 34.0％増）、四半期純利益は 9億 7千 9百万円（前年同

期比 73.6％増）となりました。 

 

セグメントの業績は、以下のとおりであります。 

（建設事業） 

受注高は住宅関連の受注高が順調に推移したことなどにより、499 億 3 千 5 百万円（前年同期比

6.1％増）となりました。完成工事高は受注高の増加などにより、486 億 5 千 5百万円（前年同期比

7.6％増）となり、次期への繰越工事高は 411 億 8 千 6 百万円（前年同期比 19.5％増）となりまし

た。そして、セグメント利益は 19億 1 千万円（前年同期比 20.0％増）となりました。 

 

(不動産事業) 

不動産事業売上高は 5億 3千万円（前年同期比 0.2％増）、セグメント利益は 7千 7百万円（前年

同期比 13.9％減）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

当第 3四半期会計期間における財政状態は、資産合計が前事業年度に比べ 23 億 8 百万円増加し、

334億 6千 9 百万円となりました。 

主な要因は、流動資産では現金預金が 32 億 5 千 4 百万円、未成工事支出金が 5 億 3 千 4 百万円

減少した一方、受取手形・完成工事未収入金が 55 億 8 千 5 百万円増加したため、21 億 7 千 7 百万

円増加の 280 億 1 千 1 百万円となりました。固定資産では保有する株式の時価上昇により投資有価

証券の含み益が 2億 6千 3百万円増加したため、1 億 3千 1百万円増加の 54億 5千 8百万円となり

ました。 

負債合計は前事業年度に比べ  13億 3千 4 百万円増加し、249億 1千 2百万円となりました。 

主な要因は、流動負債では支払手形・工事未払金が 12 億 7 百万円、未成工事受入金が 2億 8千 6

百万円増加したため、14億 4千 2 百万円増加の 216億 2千万円となりました。固定負債では長期借

入金が 3億 1千 5百万円増加した一方、社債が 4億 6千 8百万円短期への振替により減少したため、

1 億 7 百万円減少の 32億 9 千 2 百万円となりました。 

純資産合計は前事業年度に比べ  9億 7千 3百万円増加し、85億 5千 7百万円となりました。 

主な要因は、株主資本では期末配当を行ったことにより、1億 7 千 9百万円減少しましたが、当第

3 四半期累計期間で四半期純利益を 9億 7千 9百万円獲得したため、利益剰余金が 8億円増加しま

した。また、株式含み益の増加により評価・換算差額等が 1億 6千 8 百万円増加しました。 

この結果、自己資本比率は 25.4％（前事業年度 24.2％）となりました。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

最近の業績動向を踏まえ、平成 25年 9 月 12日に公表いたしました平成 26年 3月期の通期業績予

想を修正しております。詳細につきましては、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」を

ご参照ください。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

 

（２）会計方針の変更･会計上の見積りの変更･修正再表示 

該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 8,983 5,728

受取手形・完成工事未収入金 14,714 20,299

未成工事支出金 1,636 1,101

その他 887 1,025

貸倒引当金 △387 △144

流動資産合計 25,834 28,011

固定資産   

有形固定資産 3,498 3,435

無形固定資産 50 45

投資その他の資産   

その他 2,287 2,505

貸倒引当金 △508 △527

投資その他の資産合計 1,778 1,977

固定資産合計 5,326 5,458

資産合計 31,161 33,469
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成25年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金 16,362 17,569

短期借入金 860 979

1年内償還予定の社債 578 468

未払法人税等 258 465

未成工事受入金 1,230 1,516

完成工事補償引当金 63 70

工事損失引当金 73 132

賞与引当金 265 79

その他 485 337

流動負債合計 20,177 21,620

固定負債   

社債 870 401

長期借入金 1,116 1,431

退職給付引当金 891 953

その他 522 505

固定負債合計 3,400 3,292

負債合計 23,577 24,912

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,301 4,301

資本剰余金 186 186

利益剰余金 2,712 3,512

自己株式 △17 △17

株主資本合計 7,183 7,983

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 363 532

評価・換算差額等合計 363 532

新株予約権 36 41

純資産合計 7,583 8,557

負債純資産合計 31,161 33,469
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 45,744 49,186

売上原価 43,349 46,514

売上総利益 2,395 2,671

販売費及び一般管理費 1,371 1,479

営業利益 1,023 1,192

営業外収益   

受取利息 11 7

受取配当金 13 14

還付消費税等 0 0

貸倒引当金戻入額 57 243

その他 12 15

営業外収益合計 95 280

営業外費用   

支払利息 30 34

支払手数料 33 34

支払保証料 17 12

その他 7 13

営業外費用合計 89 93

経常利益 1,029 1,379

特別損失   

ゴルフ会員権評価損 0 －

特別損失合計 0 －

税引前四半期純利益 1,028 1,379

法人税、住民税及び事業税 102 554

法人税等調整額 362 △154

法人税等合計 464 399

四半期純利益 564 979
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

該当事項はありません。 
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４．受注高・売上高・次期繰越高の状況 

（１）受注高 

（単位：百万円） 

          

（２）売上高 

                     （単位：百万円） 

項   目 

前第 3四半期累計期間 

（自 平成 24年 4月 1 日 

  至 平成 24年 12月 31日） 

当第 3四半期累計期間 

（自 平成 25年 4月 1 日 

  至 平成 25年 12月 31日） 

（参考）前事業年度 

（自 平成 24年 4月 1 日 

  至 平成 25年 3月 31日） 

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比 

建 

 

設 

 

事 

 

業 

建 

 

築 

官 公 庁 410 0.9 ％ 779 1.6 ％ 487 0.8 ％ 

民  間 44,695 97.7  47,861 97.3  56,318 97.8  

計 45,105 98.6  48,641 98.9  56,806 98.6  

土 

 

木 

官 公 庁 0 0.0  ― ―  0 0.0  

民  間 109 0.2  14 0.0  111 0.2  

計 109 0.2  14 0.0  111 0.2  

計 

官 公 庁 410 0.9  779 1.6  487 0.8  

民  間 44,805 97.9  47,876 97.3  56,429 98.0  

計 45,215 98.8  48,655 98.9  56,917 98.8  

不 動 産 事 業 528 1.2  530 1.1  702 1.2  

合 計 45,744 100.0  49,186 100.0  57,620 100.0  

 

（３）次期繰越高 

                              （単位：百万円） 

 

項   目 

前第 3四半期累計期間 

（自 平成 24年 4月 1 日 

  至 平成 24年 12月 31日） 

当第 3四半期累計期間 

（自 平成 25年 4月 1 日 

  至 平成 25年 12月 31日） 

（参考）前事業年度 

（自 平成 24年 4月 1 日 

  至 平成 25年 3月 31日） 

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比 

建 

 

設 

 

事 

 

業 

建 

 

築 

官 公 庁 1,279 2.7 ％ 2 0.0 ％ 2,335 3.6 ％ 

民 間 45,733 97.2  49,914 100.0  61,819 96.3  

計 47,012 99.9  49,916 100.0  64,154 99.9  

土 

 

木 

官 公 庁 0 0.0  ― ―  0 0.0  

民 間 64 0.1  19 0.0  65 0.1  

計 64 0.1  19 0.0  66 0.1  

計 

官 公 庁 1,279 2.7  2 0.0  2,335 3.6  

民 間 45,797 97.3  49,933 100.0  61,885 96.4  

計 47,076 100.0  49,935 100.0  64,220 100.0  

項   目 

前第 3四半期会計期間 

（平成 24年 12 月 31日） 

当第 3四半期会計期間 

（平成 25年 12 月 31日） 

（参考）前事業年度 

（平成 25年 3月 31日） 

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比 

建 
 
設 
 
事 
 
業 

建 
 
築 

官 公 庁 1,402 4.1 ％ 1,603 3.9 ％ 2,380 6.0 ％ 

民 間 33,062 95.9  39,578 96.1  37,525 94.0  

計 34,465 100.0  41,181 100.0  39,906 100.0  

土 
 
木 

官 公 庁 ― ―  ― ―  ― ―  

民 間 ― ―  4 0.0  ― ―  

計 ― ―  4 0.0  ― ―  

計 

官 公 庁 1,402 4.1  1,603 3.9  2,380 6.0  

民 間 33,062 95.9  39,583 96.1  37,525 94.0  

計 34,465 100.0  41,186 100.0  39,906 100.0  
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